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この広報誌は、再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

�

「広報おたる」に掲載したあなたの写真を差し上げます。ご希望の方はお申し出ください。

�防災関係の連絡先
小a市消防本部　　　��９１３７
小a市水道局　　　　��８１１１
小a警察署　　　　　��０１１０
北海道電力�小a支店��１１１１
北海道ガス�小a支店��１５１１

小a市役所
ホームページ

●当番病院のご案内
テレホンサービス（録音による案内）
小a市夜間急病センター��４６１８
土 曜 日：午前７時～午後２時
日曜日、祝日：午前９時～午後６時
※医療相談は行っていません。
※小a市医師会ホームページでも確
　認できます。

●広報番組
テレビ�小sフラッシュニュース（ＳＴＶ）
　　　　毎 週 土 曜 日：午前１０時２５分
ラジオ�小s市民ニュース（ＦＭおたる／76．3MHz)
　　　　月 ～ 金 曜 日：午前９時４０分ごろ
　　　　土 ・ 日 曜 日：午前９時５４分ごろ
　　　�明日へ向かってスクラムトライ！（同）
　　　　第１・３月曜日：午後２時
　　　　放送翌々日の水曜日：午後７時（再放送）
※ＦＭおたるホームページからも聴くことができます。

●小z市役所（執務時間：午前９時～午後５時２０分）

住民基本台帳人口（令和２年１０月３１日現在）
�人　口　１１万２７７０人（男５万８６３人・女６万１９０７人）
　　　　　うち外国人６７９人
�世帯数　６万２６９６世帯

〒047‐8660 小a市花園２丁目１２番１号
�代表0134�4111

広報おたる（毎月１日発行）
発行・編集／小a市総務部広報広聴課
��4111内線223・224、��4331
� k o h o @ c i t y . o t a r u . l g . j p　 　　　
※新聞未購読世帯に無料で配送しますので、 
　ご希望の方はお知らせください。

�未来創造高校の生徒たちが「小x・余市ゆき物語」のワイングラスタワーを作りました。きれいなタワーにな
るよう、位置を微調整しながら約２０００個のワイングラスを一つ一つ丁寧に積み上げていました。このワイングラ
スタワーは３年２月１３日�まで運河プラザで見ることができます。
�１１月４日、桃内町内会館で避難所運営訓練を行いました。昨年の避難所開設訓練に続き、今回は被災時の連絡
体制の確認や段ボールベッド作り、発熱者の隔離など避難所運営の実働訓練を行いました。
�冬期開館となった総合博物館で屋外に展示されている車両のシートかけ体験を行いました。この日は一般参加
者や職員など１０人が参加し、冬季の風雪でシートがはがされないようしっかりとひもを結んでいました。
�１０月２４日、図書館で「としょかん発おたる子ども読書の日」を開催しました。ゲストとして登場した市長は、
子どもたちに「ぐりとぐら」などの絵本の読み聞かせを行い、訪れた皆さんは、くつろぎながら聞いていました。
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DEC．２０２０

令和２年１２月号

小b市

家庭ごみ・資源物の分別にご協力ください０８北海道の『心臓』と呼ばれたまち・小v０２

情報パレット１０雪の季節を迎えて～この冬の雪対策についてのお知らせ０４

まちの写真館スマイル２０小v市功労者表彰０７

１１１１１１１１１２２２２２２２２２

旧国鉄手宮線で足こぎト
ロッコに乗る家族。小dの
まち並みを眺めながら、道
内最古の鉄道を伸び伸びと
走っていました。
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「
民
の
力
」
で
創
ら
れ
蘇
っ
た
北
の
商
都
―

比
の
ニ
シ
ン 
漁  
場 
」
と
な
り
、
祝
津
地
区

ぎ
ょ 

ば

に
あ
る
ニ
シ
ン
漁
の
親
方
や
漁
夫
た
ち
の

番
屋（
茨
木
家
中
出
張
番
屋
な
ど
）は
そ
の

栄
華
を
現
在
に
伝
え
ま
す
。
明
治
2（
1

8
6
9
）年
、
商
船
の
来
港
が
自
由
化
さ

れ
る
と
、
急
増
し
た
移
民
の
暮
ら
し
を
支

え
る
た
め
小
q
に

多
数
の
北
前
船
が

往
来
し
、
北
浜
・

有
幌
地
区
に
物
資

を
保
管
す
る
石
造

り
の
倉
庫
群
が
建

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
明
治　
１５

年
に
は
内
陸
部
で

産
出
す
る
石
炭
を
輸
送
す
る
た
め
、
北
海

道
最
初
の
鉄
道
が
開
通
し
、
手
宮
地
区
に

は
石
炭
の
積
み
出
し
や
鉄
道
関
連
の
施
設

北
海
道
の「
心
臓
」み
た
い
な
都
会

　

小
q
の
市
街
地
の
背
後
に
位
置
す
る
天

狗
山
か
ら
は
、
港
と
そ
の
周
辺
に
広
が
る

ま
ち
全
体
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

か
つ
て
小
q
で
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
小

林
多
喜
二
は
、
ま
ち
全
体
を
見
渡
し
、
人

や
物
資
が
集
積
し
て
い
た
当
時
の
小
q
を

「
北
海
道
の
『
心
臓
』
み
た
い
な
都
会
で

あ
る
」
と
表
現
し
ま
し
た
。

　

港
と
鉄
道
を「
大
動
脈
」、金
融
を「
血

液
」、ま
ち
並
み
を「
骨
格
」に
例
え
、そ
れ

ぞ
れ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

港
と
鉄
道
の「
大
動
脈
」に
よ
る　
　

ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ

　

江
戸
時
代
後
期
か
ら
小
q
周
辺
は
「
無

が
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

港
と
鉄
道
の
「
大
動
脈
」
に
よ
っ
て
、

物
資
や
仕
事
を
求
め
る
人
々
が
殺
到
し
、

小
q
は
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
さ
な
が
ら
の

活
況
と
な
り
ま
し
た
。
市
街
地
に
は
商
店

や
問
屋
街
、
海
岸
線
沿
い
に
は
倉
庫
群
が

建
ち
並
び
、
料
亭
が
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

当
時
の
建
物
の
多
く
が
現
存
し
、
成
功

を
夢
見
て
小
q
に
や
っ
て
来
た
漁
夫
や
商

人
、
荷
物
を
担
い
だ 
仲
仕 
た
ち
の
声
が
、
今

な
か
し

も
通
り
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

経
済
の「
血
液
」　
　
　
　
　
　
　
　

金
融
が
生
ん
だ
北
日
本
随
一
の
都
市

　

明
治
末
期
、
日
露
戦
争
の
終
結
後
、
南
樺

太
へ
の
航
路
が
盛
ん
に
な
る
と
、
商
社
や

大
手
銀
行
の
支
店
が
次
々
と
進
出
し
、経
済

の「
血
液
」と
言
え
る
金
融
の
力
で
小
q
は

小

　

小
ss
に
は
た
く
さ
ん
の
魅
力
的
な
文
化
遺
産
が
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
個
々
の
遺
産
の
つ
な
が
り
や
、
小

に
は
た
く
さ
ん
の
魅
力
的
な
文
化
遺
産
が
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
個
々
の
遺
産
の
つ
な
が
り
や
、
小
ss
は
ど
は
ど

ん
な
ま
ち
な
の
か
を
説
明
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、
日
本
遺
産
認
定
を
目
指
す
取
り
組
み

ん
な
ま
ち
な
の
か
を
説
明
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、
日
本
遺
産
認
定
を
目
指
す
取
り
組
み

の
中
で
、
小

の
中
で
、
小
ss
市
日
本
遺
産
推
進
協
議
会
が
ま
と
め
た
「
小

市
日
本
遺
産
推
進
協
議
会
が
ま
と
め
た
「
小
ss
文
化
遺
産
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
紹
介
し
ま
す
。

文
化
遺
産
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
紹
介
し
ま
す
。

北
日
本
随
一
の
経
済
都
市
と
な
り
ま
し
た
。

　

銀
行
や
商
社
が
集
中
す
る
色
内
地
区
で

は
、
工
部
大
学
校
第
一
期
卒
業
生
と
当
時

の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
建
築
（
旧
日
本
郵
船

�
小
q
支
店
、日
本
銀
行
旧
小
q
支
店
、旧

三
井
銀
行
小
q
支
店
）
が
異
国
的
な
ま
ち

並
み
を
形
成
し
て

い
ま
す
。
半
径
5

0
0
�
に
明
治
・

大
正
・
昭
和
時
代

の
最
先
端
の
材
料

と
技
術
で
造
ら
れ

た
建
築
が
凝
縮
す

る
、
日
本
で
こ
こ

だ
け
の
ビ
ジ
ネ
ス

街
区
は
、
さ
な
が
ら
「
近
代
建
築
の
博
物

館
」
で
、
散
策
す
る
人
た
ち
を
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
に
い
ざ
な
い
ま
す
。

大手銀行、商社の支店が並ぶ大手銀行、商社の支店が並ぶ
色内地区のビジネス街色内地区のビジネス街

修復された茨木家中出張番屋修復された茨木家中出張番屋

写真提供：佐藤圭樹氏写真提供：佐藤圭樹氏
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が
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る
な
ど
、「
民
の
力
」
で
ま
ち
を
造
っ
て
き

ま
し
た
が
、
運
河
保
存
運
動
の
根
底
に
も

こ
の
力
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

大
論
争
の
結
果
、
都
市
計
画
を
変
更
し

て
運
河
の
半
分
が
埋
め
立
て
ら
れ
、
水
辺

の
散
策
路
と
な
り
ま
し
た
が
、
運
河
保
存

運
動
は「
歴
史
を
活
か
す
ま
ち
・
小
q
」の
認

識
を
市
民
か
ら
行
政
、経
済
界
へ
と
広
め
、

多
数
の
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
・
活
用
に
つ

な
が
り
、全
国
の
ま
ち
づ
く
り
運
動
に
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
ま
さ
に「
民
の
力
」が「
心

臓
」の
鼓
動
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
の
で
す
。

歴
史
を
活
か
す
ま
ち
・
小
d
の　
　

新
た
な
鼓
動

　

小
q
の
他
に
類
を
見
な
い
特
徴
的
な
建

築
群
と
ま
ち
並
み
は
、
運
河
保
存
運
動
を

経
て
、
多
彩
な
形
で
よ
み
が
え
り
ま
し

た
。
金
融
街
と
倉
庫
群
は
文
化
施
設
と
な

り
、
市
街
の
商
店
や
石
蔵
は
飲
食
店
、
物

販
店
、
ホ
テ
ル
等
に
転
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
港
湾
労
働
者
た
ち
が
好
ん
だ
餅
や
小

豆
、
砂
糖
が
集
ま
っ
た
こ
と
で
発
達
し
た

菓
子
文
化
、
ビ
ジ

ネ
ス
街
が
形
成
さ

れ
た
大
正
・
昭
和

初
期
に
誕
生
し
た

洋
菓
子
喫
茶
な
ど

の
豊
か
な
食
文
化

は
、
現
在
も
ロ
マ

ン
溢
れ
る
歴
史
的

な
店
で
楽
し
む
こ

ロゴマーク デザイン大募集

移
行
に
伴
っ
て
衰
退
し
、「
心
臓
」
の
鼓
動

は
弱
ま
っ
て
い
き

ま
し
た
。
昭
和　
40

年
代
に
荒
廃
し
た

運
河
を
埋
め
立
て

て
道
路
を
建
設
す

る
都
市
計
画
が
決

定
し
、
有
幌
地
区

の
倉
庫
群
の
取
り

壊
し
が
始
ま
る

と
、
市
民
の
間
に
運
河
を
守
る
運
動
が
起

こ
り
ま
す
。
小
q
で
は
、
財
を
成
し
た
資

本
家
た
ち
が
市
庁
舎
や
公
会
堂
を
寄
付
す

と
が
で
き
ま
す
。

　

か
つ
て
、
一
獲
千
金
を
夢
見
て
小
q
に

渡
り
、
財
を
成
し
て
文
化
や
福
祉
を
支
援

し
た
人
た
ち
の
「
民
の
力
」
に
よ
っ
て
創

ら
れ
た
「
北
の
商
都
」
は
、
運
河
保
存
運

動
を
経
て
、
文
化
と
観
光
の
「
心
臓
」
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　　

小
q
に
残
る
文
化
遺
産
を
多
く
の
市
民

に
知
っ
て
も
ら
い
、
小
q
へ
の
誇
り
や
愛

着
心
を
高
め
、
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
も
う
と
す
る
「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
」
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
文
化
遺
産

を
活
用
し
た
観
光
誘
客
に
つ
な
げ
る
た
め
、

小
q
市
日
本
遺
産
推
進
協
議
会
が「
小
q
文

化
遺
産
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

小
q
の
魅
力
に
惹
か
れ
て
各
地
か
ら
集

う
人
た
ち
と
と
も
に
、さ
ま
ざ
ま
な
近
代
建

築
群
と
ま
ち
並
み
を
保
存
・
活
用
す
る
こ
と

で
、新
た
な
鼓
動
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
大
募
集

　

市
で
は
、
小
q
文
化
遺
産
を
よ
り
多
く

の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
北
海
道

の『
心
臓
』と
呼
ば
れ
た
ま
ち
・
小
q
」の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い（
上
の
囲
み
参
照
）。

�
お
問
い
合
わ
せ
は
、
観
光
振
興
室
�
�

４
１
１
１
内
線
４
５
１
、
�
�
８
６
０
０

へ
ど
う
ぞ
。

　

当
時
、
行
政
は
1
0
0
年
の
長
期
計
画

を
立
て
て 
廣  
井  
勇 
を
は
じ
め
第
一
級
の
技

ひ
ろ 

い 

い
さ
み

術
者
た
ち
を
招
き
、
市
街
地
周
辺
に
ま
ち

の「
骨
格
」と
し
て
近
代
的
イ
ン
フ
ラ
を
整

備
し
ま
し
た
。
運
河
と
防
波
堤
は
小
q
港

の
礎
と
な
り
、
小
q
公
園
、
奥
沢
水
源
地

は
今
も
市
民
の
生
活
を
支
え
、
憩
い
の
場

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

運
河
保
存
運
動
か
ら
観
光
都
市
へ
・

「
民
の
力
」
に
よ
る
再
生

　

昭
和
後
期
、
小
q
は
石
炭
か
ら
石
油
へ

の
転
換
や
、
港
湾
市
場
の
太
平
洋
側
へ
の

� 募集期間 �　令和2年12月21日�まで ※消印有効
� 募集要項 �
　�「北海道の『心臓』と呼ばれたまち・小a」のロゴマークに適したもの
　�「北海道の『心臓』と呼ばれたまち・小a」のイメージまたは意味
　　合いになる図（シンボル）と文字（ロゴ）の組み合わせとし、未発表
　　のオリジナル作品に限る

� 応募方法 �　※一人または１団体２点まで

� 選考方法 �
　小a市日本遺産推進協議会において１次選考を行い３～５点を選定
　し、市民投票により最優秀賞１点を決定（３年２月中旬予定）

� 副賞 �
　最優秀賞１点／商品券５万円分、　優秀賞１点／商品券１万円分

� その他 �
　�著作権、使用権に関する全ての権利は小a市に帰属します
　�応募に係る郵送料などは応募者の負担となります
　�色数、グラデーション等の制限はありませんが、モノクロにて
　　利用する場合があります
　�中学生以下の方は保護者の同意を得た上でご応募ください　
　�採用作品は必要に応じて修正を行うことがあります

市民運動を経て整備された小市民運動を経て整備された小dd運河運河

石蔵を活用したそば店石蔵を活用したそば店

応募用紙に必要事項を記入し、郵送で下記事務局宛に送付（応募用
紙はホームページからダウンロードできます）
　〒047-0031 小a市色内1丁目9番6号
　　株式会社オー・プラン　小a文化遺産情報発信事務局宛

郵
送
郵
送

ｄａｉｈｙｏ＠ｏ‐ｐｌａｎ．ｃｏｍ宛に、名前・住所・電話番号・年齢・職業を明
記し、PDFデータ形式または応募用紙全体の写真を添付して送信
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こ
の
冬
の
除
雪
体
制

　

市
で
は
、
早
期
の
降
雪
や
凍
結

路
面
に
対
応
す
る
た
め
、
昨
年
度

に
引
き
続
き　

月
１
日
に
除
雪
対

１１

策
本
部
を
設
置
し
、
車
道
や
歩
道

の
除
排
雪
、
滑
り
止
め
材
散
布
等

の
作
業
を
一
括
し
て
管
理
す
る
地

域
総
合
除
雪
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

【
１
】除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

今
年
度
も
市
内
を
七
つ
の
地
域

に
分
け
て
、
除
排
雪
作
業
等
に
対

す
る
窓
口（
除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

を
設
置
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
対
応
し
ま

す
（
各
除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
上

の
表
を
参
照
）。

【
２
】除
雪
費
の
予
算

　

令
和
２
年
度
の
予
算
は　

億
１

１６

４
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
安
全
で
円
滑
な
交
通
を
確
保

す
る
こ
と
で
、
冬
期
間
の
市
民
生

活
や
経
済
活
動
を
支
え
て
い
き
ま

す
（
５
ペ
ー
ジ
の
図
を
参
照
）。　

【
３
】除
排
雪
の
基
準

　

除
排
雪
路
線
等
に
お
け
る
除
排

雪
の
基
準
は
、
路
線
や
降
雪
量
な

ど
に
分
け
て
設
け
て
い
ま
す（
５

ペ
ー
ジ
の
表
１
を
参
照
）。
路
線

区
分
で
示
す
場
所
は
除
雪
対
策
本

今
年
も
い
よ
い
よ
冬
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。

市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
や
観
光
客
の
皆
さ
ん

が
冬
を
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

こ
の
冬
の
雪
対
策
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

雪雪
ののののののののののののののののののののののののののののの
季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季
節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節
ををををををををををををををををををををををををををををを
迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎
えええええええええええええええええええええええええええええ
ててててててててててててててててててててててててててててて

の
季
節
を
迎
え
て

こ
の
冬
の
雪
対
策
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

こ
の
冬
の
雪
対
策
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

※同一住所でも除雪ステーションが異なる場合

があります。

ステーション町名
第６相生町

あ

第５赤岩１～３丁目
第６旭町
第３朝里１～４丁目
第３朝里川温泉１～３丁目
第６有幌町
第５石山町

い

第６稲穂１丁目１～１０番
第２稲穂１丁目１１～１２番
第６稲穂２～４丁目
第５稲穂５丁目
第６入船１丁目
第２入船２～５丁目
第６色内１～２、３丁目１、１１～１２番
第５色内３丁目２～１０番
第５梅ヶ枝町う
第２奥沢１～５丁目

お 第１忍路１～３丁目
第１オタモイ１～４丁目
第６勝納町

か
第４桂岡町
第１幸１～４丁目

さ 第６堺町
第７桜１～５丁目
第２潮見台１丁目１～７、１０、１９～２３番

し

第２潮見台１丁目８～９、１１番の一部
第２潮見台２～３丁目
第７潮見台１丁目１２～１８番
第７潮見台１丁目８～９、１１番の一部
第１塩谷１～４丁目
第６東雲町
第５清水町
第５祝津１～４丁目
第３新光１～５丁目、新光町
第６新富町
第５末広町

す
第６住ノ江１丁目
第２住ノ江２丁目
第６住吉町
第４銭函１～３丁目せ
第５高島１～５丁目た
第６築港ち
第５手宮１～３丁目

て 第２天狗山１～２丁目
第２天神１～４丁目

ステーション町名
第２富岡１丁目１～５、１３番

と
第６富岡１丁目６～１２、１４～３３番
第６富岡２丁目
第５豊川町
第６長橋１丁目１～２０番

な

第１長橋１丁目２１～２７番
第５長橋２丁目
第１長橋３丁目１～７番、８番の一部
第５長橋３丁目８番の一部、９～２４番
第１長橋４～５丁目
第５錦町に
第６信香町の
第６花園１、３丁目

は
第２花園２、４～５丁目
第４張碓町
第４春香町
第７船浜町ふ

第３
望洋台１、２丁目１～２９番、３～４
丁目

ほ
第７望洋台２丁目３０～３２番
第４星野町
第２真栄１～２丁目

ま
第２松ヶ枝１～２丁目

第２
緑１丁目１～４、７～８、１７、２０
番

み
第６

緑１丁目５～６、９～１６、１８～19、
２１～３１番

第２緑２丁目１～７番
第６緑２丁目８～３９番、３～５丁目
第６港町１、４～９番
第４見晴町

第２
最上１丁目１～５、１２～１９、２６～
３５番

も
第６

最上１丁目６～１１、２０～２５、３６～
３７番

第６最上２丁目１～３番
第２最上２丁目４～２６番
第１桃内１～３丁目
第６山田町や
第１蘭島１～３丁目ら
第７若竹町

わ
第６若松１～２丁目

除雪第３ステーション
新光１丁目１９番

（あかしや公園内）

��２９０２、��２９０９

除雪第２ステーション
花園５丁目１０番

（教育委員会駐車場内）

��７０５７、��７０５６

除雪第１ステーション
塩谷２丁目１０番

（建設事業室構内）

��２７８９、��２８５９

町名別   除雪
ステーション

除雪第７ステーション
桜４丁目１番

（桜丘の上公園内）

��１０４６、��１０４８

除雪第６ステーション
　

築港１０番（市所有地内）
 

��５４０３、��５４０４

除雪第５ステーション
手宮２丁目５番

（手宮公園内）

��５６７０、��５６７５

除雪第４ステーション
桂岡町５番

（あけぼの公園内）

��５３６８、��５３６７

５　令和２（２０２０）年１２月　広報おたる

部
、
各
除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も

公
表
し
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
内
容
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

除
排
雪
す
る
主
要
交
差
点
等

を
拡
大

　

バ
ス
路
線
や
主
要
な
通
学
路
等

の
交
差
点
な
ど
、
早
め
の
除
排
雪

を
実
施
す
る
箇
所
数
を
拡
大
す
る

と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
だ
け

で
は
な
く
、
観
光
客
の
皆
さ
ん
も

快
適
な
冬
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す（
上

の
表
２
を
参
照
）。

�
お
問
い
合
わ
せ
は
、
除
雪
対
策

本
部
事
務
局
（
建
設
部
建
設
事
業

室
維
持
課
）
�
�
４
１
１
１
内
線

５
７
８
、
�
�
４
４
６
９
へ
ど
う

ぞ
。

令和２年度令和元年度

１００カ所9６カ所主要交差点等

新型コロナウイルス感染症の影響
により、３学期始業式が早まること
から、現場状況を確認しながら、
通学路の安全確保に努めます

小学校３学期の

始業式前までに実施
主要な通学路

１２カ所
左記に市道山の上線（市道住吉線～

メルヘン交差点）を追加

１１カ所
小a駅～小a運河、小a駅前広
場の雪山処理、南小a駅周辺

観光に配慮した

主要路線

�歩道除雪計画路線
路線の距離除雪車が出動する主な基準路線区分

８４�降雪量１０�以上が見込まれ、作業が必要なとき歩道除雪Ａ

１５�原則、路線の排雪時に歩行空間を確保歩道除雪Ｂ

１４�原則、路線の排雪時に雪山高を低減歩道除雪Ｃ

１１３�合　　計

路線の距離除雪車が出動する主な基準路線区分

１２８�降雪量１０�以上が見込まれ、作業が必要なとき幹線道路（第１種路線）

２８５�降雪量１５�以上が見込まれ、作業が必要なとき補助幹線道路（第２種路線）

１０１�交通障害が発生するとき（通常は圧雪状態）生活道路（第３種路線）

５１４�合　　計

�車道除雪計画路線

※１　道路脇の雪山をダンプトラックを用いて雪堆積場へ運ぶ作業
※２　道路上の圧雪をタイヤドーザ等を用いて近隣の雪押場へ押し込む作業

�排雪計画路線（参考）
路線の距離除雪車が出動する主な基準路線区分

１３７�幹線・補助幹線道路（運搬排雪※１）排雪路線Ａ

５６�補助幹線道路・生活道路（投入排雪※２）排雪路線Ｂ

７７�生活道路（運搬排雪※１）排雪路線Ｃ

２７０�合　　計

Q．幹線道路は除排雪するのに、

生活道路で除排雪しない路線が

あるのはなぜですか？

A．幹線道路は、円滑な交通を確
保するために、適宜、除雪する必

要があるほか、一定の道路幅員が

あることから、継続して除雪する

ことができます。一方、道路幅員が

狭い生活路線は、除雪した雪を道

路脇に置くことができないため、

除排雪できない路線があります。

融雪期に道路がザクザクになるな

どの交通障害が発生したときは、

できる限り除排雪するよう努めて

いきます。

　なお、町会等が自主的に生活道

路の排雪を行う際は、市が無償で

ダンプトラックを派遣する「貸出

ダンプ制度」を利用することがで

きます。詳しくは、７ページの

「貸出ダンプ利用の流れ」をご覧く

ださい。

除排雪Ｑ＆Ａ

Q．除雪した後、家の前に雪を

置いていくのはなぜですか？

A．市の除雪作業は、限られた除
雪機械で、交通量の少ない深夜か

ら通勤・通学時間の前までの短時

間で完了させなければならないこ

とから、道路脇に雪を寄せる「か

き分け除雪」を実施しています。

このため、これに伴い発生する

「置き雪」は、沿道の各ご家庭で処

理していただくようお願いしてい

ます。なお、市民税所得割が非課

税の方などを対象とした「置き雪

除雪」については、本誌１１月号を

ご覧ください。

Q．雪が降ったのに除雪しない

のはなぜですか？

A．明け方に降雪があり、通勤、通
学時間までに除雪作業を終えられ

ないときや、初冬期や春先など、日

中の気温上昇によりすぐに解ける

見込みがあるときは除雪を行わな

い場合があります。

Q．雪が降っていないのに除雪を

することがあるのはなぜですか？

A．除雪作業を見合わせた日の翌
日や、車両の走行に支障となると

判断したときは除雪作業を行う場

合があります。

市民の皆さんから多く寄せられる

疑問についてお答えします。

�
雪
堆
積
場
と
貸
出
ダ
ン
プ
の
利
用
方
法
は
こ
ち
ら

表１　除排雪の基準

表２　早めに除排雪を実施する箇所

図　令和２年度除雪費予算

除排雪経費
８億３３７７万円
（５２％）

ロードヒーティング経費
３億１４５０万円（１９％）

総額
１６億１４００万円

凍結路面対策経費１億２１１１万円（８％）
砂散布等に係る材料・作業に要する費用

雪堆積場管理経費
２億２５００万円（１４％）

貸出ダンプ経費７１００万円（４％）
ダンプトラックの借り上げに
要する費用

その他経費４８６２万円（３％）
除雪車両の点検修理等に
要する費用
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※１２月３１日と１月１日はお休みです。
※開設期間・開設時間を必ず守ってご利用ください。
※雪を搬入する際は、雪の中に空き缶など異物が入らないようにしてください。
※状況により閉鎖となる場合があります。事前にお問い合わせください。

新高島トンネル

豊井トンネル

新祝津トンネル

通行止め

至　水族館

雪堆積場

�祝津豊井浜

�搬入期間　１２月中旬～３月中旬（予定）
�搬入時間　午前９時～午後５時
�問い合わせ先　第５ステーション��５６７０

幸会館

ブライト
タウン

至　赤岩

雪堆積場

�幸１丁目

�搬入期間　１２月中旬～３月中旬（予定）
�搬入時間　午前９時～午後５時
�問い合わせ先　幸１丁目管理員詰め所��７７３６

�中央ふ頭

中央ふ頭 勝納ふ頭

雪堆積場
（主に一般市民の平ボディー車を優先）

雪堆積場
（主に道路管理者のダンプを優先）

�搬入期間　１２月中旬～３月中旬（予定）
�搬入時間　午前９時～午後５時
�問い合わせ先　中央ふ頭管理員詰め所��８６０９

�望洋シャンツェ

道
道
小
a
環
状
線

ローソン
おたる望洋店

旧望洋シャンツェ

雪堆積場

�搬入期間　１２月中旬～３月中旬（予定）
�搬入時間　午前７時～午後５時
�問い合わせ先　幸１丁目管理員詰め所��７７３６

�銭函浄水場

セブンイレブン
小a桂岡店

ラルズマート
桂岡店

国道５号

銭函浄水場

至　朝里 至　札幌

桂
岡
本
通
線

雪堆積場

�搬入期間　１２月中旬～１月下旬（予定）
�搬入時間　午前９時～午後５時
�問い合わせ先　第４ステーション��５３６８

㈱トーモク札幌工場

ローソン
石狩新港西３丁目店

国道３３７号

至
　
石
狩
湾
新
港

至　石狩

至
　
小
a

道
道
２２
５
号

�銭函４丁目

雪堆積場

�搬入期間　２月上旬～３月中旬（予定）
�搬入時間　午前９時～午後５時
�問い合わせ先　第４ステーション��５３６８

雪堆積場を
開放します

７　令和２（２０２０）年１２月　広報おたる

町会などが、市に登録のある積み込み業者と契約して、自主的に行う生活道路の排雪に
対し、市が費用を負担してダンプトラック（運転手付き）を派遣します。利用の対象と
なる道路は、除雪対策本部事務局へお問い合わせください。
�詳細　除雪対策本部事務局（建設部建設事業室維持課）��４１１１内線578、��４４６９

貸出ダンプ
利用の流れ

�ダンプトラック（運転手付き）を派遣します

作業実施前に小a警察署に道路使用許可を申請し、道路使用許可証の写しを除雪対策本部事務局に提出してください。
詳しくは積み込み業者へご相談ください。また、作業中は必ず交通整理員を現場に配置してください。積み込み業者へ
積み込みにかかる費用を支払い後、３年４月３０日�までに「領収書の写し」を提出してください。

�必要書類を提出し、抽選会に出席してください

利用できる期間抽選日時・場所受付期間・受付時間（土・日曜日、祝日を除く）

３年１月１３日�～３月１３日�
３年１月５日�の午後２時
消防庁舎６階講堂

１２月１日�～１４日�
午前９時から午後５時２０分まで

１回目

３年２月２０日�～３月１３日�
３年２月12日�の午後２時
消防庁舎６階講堂

１２月１日�～３年１月２９日�
午前９時から午後５時２０分まで

２回目

受付期間と抽選会は、下の表のとおり利用できる期間に応じて２回に分かれています。必要書類の準備ができました
ら、それぞれの受付期間中に建設部庶務課（花園２丁目１２－１市役所別館５階）へお持ちください（電話での申し込み
や実施日の仮予約は受け付けていません）。また、抽選会当日に実施日を決めますので、実施日を決定できる方（町会
等の代表者、担当者、積み込み業者等）は、実施希望日を第３希望までご用意の上、必ず出席してください。ただし、
新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、抽選会の実施を中止する場合があります（抽選会を中止する場合は、申込
書に記入していただいた実施希望日で調整を行う予定です）。

�手引きと注意事項をよく読んで、次の書類をご用意ください

�申込書（実施希望日・時間は第１から第３希望までを記入してください）
�現場見取り図（最新の地図を使用してください）
�積み込み業者の見積書の写しまたは契約書の写し（積み込み業者は事前に市に登録している業者から選定してください）
※手引きと注意事項・申込書は、除雪対策本部事務局、建設部庶務課または市ホームページから入手できます。
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 花 活動や並木整備、地域のお祭
か

り、スポーツ行事の実施等の多様な地
域活動を通じ、豊かな地域社会の発展
と自然環境を生かしたまちづくりに大
きく寄与されてこられました。

＜自治振興部門＞

（活動２１年・新光４丁目）

歴史的建造物を活用した
観光モデルのパイオニア

小小ww・朝里の・朝里の
まちづくりの会まちづくりの会

　あかりとガラスのある豊かな暮らし
を提案し続けるとともに、歴史的建造
物を店舗利用するパイオニア（先駆者）
として小q堺町通り商店街の発展と景
観形成の礎を築き、本市の観光産業全
体の発展に大きく寄与されてこられま
した。（７３歳・緑３丁目）

地域活動を通じた豊かなまちづくり

 浅  原  健  藏 さん
あさ はら けん ぞう

＜産業経済部門＞



◎危険ごみの処理方法

充電式電池は家電製品から取り外し、

絶縁をして家電量販店等に持参してく

ださい（市では収集していません）。

◎ごみ処理券の使い方

充電式電池、モバイルバッテリー類

充電式電池を取り外せない小型家電

ガスライター類

加熱式電子たばこ等のように、内蔵式の充電式電池

で取り出せない家電製品は、小型家電回収ボックス

設置場所にある専用容器に投入してください。

�受入時間　午前９時から午後４時まで

�休 業 日　土・日曜日、祝日、

　　　　　　１２月２９日から１月３日まで

中身のガスを使い切り、ライターだけ

を透明・半透明の袋に入れ、小x市指
定の燃やさないごみの袋（青色）の外

側に縛るか貼り付け、「燃やさないご

み」の収集日に出してください。

小型家電回収ボックス設置場所

所在地

 花園２丁目１２番１号（市役所別館４階）ごみ減量推進課

 天神２丁目５番１８号清掃事業所

 塩谷１丁目１８番７号塩谷サービスセンター

 見晴町３番２６号 銭函サービスセンター

家
庭
ご
み
・
資
源
物
は　
　

ル
ー
ル
を
守
っ
て
！

　

「
燃
や
す
ご
み
」「
燃
や
さ
な
い

ご
み
」
の
有
料
化
と
同
時
に
か
ん

等
・
紙
類
・
プ
ラ
類
の
資
源
物
収

集
を
始
め
て
か
ら　

年
が
経
ち
ま

１５

す
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も
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お
、
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れ
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付
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し
く
分
別
さ
れ

て
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か
っ
た
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す
る
も
の
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多

く
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
「
か
ん
」
に
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び
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が
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
」
に
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
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が
混

入
し
て
い
る
も
の
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あ
り
ま
す
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処
理
す
る
工
程
が
異
な
る
た
め
、

同
じ
袋
に
入
っ
て
い
る
と
円
滑
に

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
別
の
袋
に
入
れ

て
出
す
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分
け
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・
出
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再
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ル
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出
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特
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す
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９
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さ
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大
き
い
ご
み
は　
　
　
　
　

ご
み
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理
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）で

　

小
q
市
指
定
ご
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処
理
券
は
、

「
燃
や
す
ご
み
」（
黄
色
）と「
燃
や

さ
な
い
ご
み
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青
色
）の
2
種
類

あ
り
ま
す
。
小
q
市
指
定
ご
み
袋

に
入
ら
な
い
と
き
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下
記
「
ご
み

処
理
券
の
使
い
方
」
の
�
〜
�
の

条
件
を
満
た
せ
ば
、
ご
み
処
理
券

を
直
接
見
え
る
場
所
に
貼
り
付
け

て
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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近
年
の
家
電
製
品
に
多
く
使
用

さ
れ
て
い
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
等
の
充
電
式
電
池
、
加
熱
式
電

子
た
ば
こ
や
ガ
ス
ラ
イ
タ
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類
が

「
燃
や
さ
な
い
ご
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」
や
「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
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と
し
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出
さ
れ
、
ご
み
収
集
車
へ
の
積
み

込
み
作
業
中
や
破
砕
処
理
施
設
で

の
処
理
中
に
発
火
し
、
火
災
と
な

る
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
危
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ご
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正
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理
し
ま
し
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（
詳
し
く
は「
危
険
ご
み
の
処
理
方

法
」
を
参
照
」）。
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正
し
く
分
別
す
る
こ
と
で
、
環

境
保
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ

実
践
し
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く
だ
さ
い
。

�
お
問
い
合
わ
せ
は
、清
掃
事
業

所
�
�
４
１
１
１
内
線
３
２
５
、

�
�
８
１
４
１
、ま
た
は
、ご
み
減

量
推
進
課
�
�
４
１
１
１
内
線
３

２
３
、�
�
５
０
３
２
へ
ど
う
ぞ
。

師走となり、大掃除を予定している家庭も多いのではないでしょうか。そこで今回は、
ごみと資源物の分け方や出し方について説明します。

※透明・半透明の袋や段ボールに入れ、ごみ処理券を

　貼って出すことはできません。

２０�

４０�
６０�

�長さが１�を超えていない
�重さが５０�を超えていない
�容積が100リットル（０．１�）を超えていない
�計算方法　縦（�）×横（�）×高さ（�）÷１０００≦１００（０．１�）

�例　４０×６０×２０÷１０００が４８となり
１００よりも小さい数字のため、重さ
が５０�を超えていなければごみ処理
券を貼って出すことができます。

家庭ごみ・資源物の家庭ごみ・資源物の
分別に　分別にご協力くださいご協力ください

令和２（２０２０）年１２月　広報おたる　８

※�～�の条件を一つでも満たさない場合は「粗大ごみ」

　となります。出す場合は収集運搬業許可業者へ。

プラ類プラ類
プラスチック製容器包装

（容器包装プラスチック）

雑誌・書籍 段ボール紙パック紙製容器包装

ふたとラベルを外し中を水ですすぐ
　※ペットボトルはつぶさない。
　※ふたとラベルは「プラスチック製容器
　　包装（容器包装プラスチック） 」へ。

ペットボトル

�例　清涼飲料水、炭酸飲料水、酒類、み
りん、しょうゆ等の調味料が入っていた
容器など

中を水ですすぎ切り

開いて乾かす

�例　酒類、ジュー
ス等の飲料用パック
(アルミはく付きを
含む)

中を使い切り、火の気のない戸外で
穴を開ける
※穴を開けることができない方や不
　安を感じる方は、消防署、各出張所
　・支所で引き取ります。詳しくは消

　防本部予防課��９１８１へお問い合
　わせください。

蛍光管・電球�
�

�種類ごとに透明・半透明の袋に入れる２種類

�例　コピー用紙、
トイレットペーパー
の芯、封筒、カレン
ダーなど

�例　ノート、
書籍、週刊誌、
カタログ、パン
フレットなど

�例　ティッシュの箱、
お菓子等が入っていた紙
箱・紙筒・紙カップ類、
紙袋など

�例　ジュース・ビー
ル・お菓子・粉ミルク・
缶詰・ペットフードな
どの缶

�例　酒類、調
味料、ドリンク
剤、コーヒー・
つくだ煮など

�例　ヘアスプレー、殺虫
剤、スプレー式消火具など

�例　グローラ
ンプ、直管・円形
の蛍光管、電球
など

�例　コイン電
池（CR・BR）、ア
ルカリ・マンガ
ン電池

紙類紙類 ５種類 �紙製容器包装のみ透明・半透明の袋に入れる。その他は種類ごとにひもで十字に縛る

かん等かん等 ５種類 �種類ごとに透明・半透明の袋に入れる

かん（アルミ・
スチール）

びん

金属・金具やテー
プ類を取り除き、
切り開いて平たく
伸ばす

新聞・チラシ・雑がみ

スプレーかん類、
カセット式ガスボンベ類

発火の恐れがあ

るためテープ等

で絶縁

する

割れないように

購入時の容器や

新聞などに包む

�例　シャンプー・洗剤等の容器、チューブ類、カップ
麺の容器、ラベル、お菓子等のポリ袋、食品トレイ類、
果物等のネット類、卵パック

金具を取り除く

※専用の袋に入れて

　出すことも可能。

�例　スポンジ、ストロー、歯ブラシ、ポリバケツ、風呂用具、CD・DVD（ケース含む）、プラン
ター、かみそり類、衣装ケース、食品保存容器、ハンガー、クリアファイル、ビニール手袋など

製品プラスチック（上記のマークがついていないもの、
それ自体が商品として販売されているもの）

��燃やさないごみ燃やさないごみ

こんな
ものには
注意！

こんな
ものには
注意！

こんな
ものには
注意！

正しいごみ・資源物の分け方・出し方正しいごみ・資源物の分け方・出し方
　はじめに　  水ですすぐなどして異物や汚れを取り除いてください

 �
 キ
リ
ト
リ
 �
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資源物で回収しない、
汚れが取れないかん・びん

�例　割れた電球・びん、オイル・一斗かん、
化粧品・薬のびんなど

製品びん（それ自体が商品とし
て販売されているもの）など

�例　ガラスのコップ・食器、１００円ショップな
どで販売しているガラス容器など

��燃やさない燃やさないごみごみ ��燃やさない燃やさないごみごみ

食品や商品が消費
され、不要になっ
たもの

食品や商品が消費され
不要になったもの

飲食料品が消費
さ れ、不 要 に
なった容器

飲食料品が消費
さ れ、不 要 に
なった容器

筒形乾電池、

コイン電池

金具やのりで

とじてある冊

子など

保存版保存版

リサイクルに向いていない紙類
�例　レシート、シュレッダーにかけた紙、カー
ボン紙、ノーカーボン紙、感熱紙、写真、油紙、
アイロンプリント紙、ろう引き段ボールなど

��燃やすごみ燃やすごみ
�例　マスク、使用済みのティッシュ、
墨やクレヨンで書かれた紙、紙おむつ、
ペットのふん・毛が付いた紙や新聞など

汚れが取れない紙類 ��燃やすごみ燃やすごみ


